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は じ め に

コウモリ類の生存記録は捕獲標識を行った後，同

じ個体を再捕獲することによって確認する方法が

知られている（庫本，1987）．日中のねぐらを主に

洞窟やトンネルに依存するコウモリ類は再捕獲が比

較的容易であることから生存記録についてはよく研

究されており，例えば国内において，キクガシラコ

ウモリ Rhinolophus ferrumequinum では 23 年 8 カ

月（庫本・内田，1995），コキクガシラコウモリ R. 

cornutus では 21 年 7 カ月（寺西，2008a），モモジ

ロコウモリ Myotis macrodactylus では 19 年 1 カ

月（庫本，1991），ユビナガコウモリ Miniopterus 

fuliginosus では 15 年以上（庫本・内田，1995；寺西，

2008b）などの報告がある．一方で，ねぐらを樹木

の樹洞や樹皮下，枯葉内などに依存する種として，

ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi やコテン

グコウモリ Murina ussuriensis が比較的よく研究

されているが（安井ほか，2002；福田ほか，2006；

小柳・辻，2006；平川，2007；河合・赤坂，2008 など），

落葉や樹木の生育，倒伏によってねぐら場所の再現

性が低く発見が困難であること，飛翔個体の再捕獲

も極めて困難であることから，国内において樹木な

どをねぐらとする種の生存記録は筆者らの知る限り

報告されていない．

ヒメホオヒゲコウモリは洞窟やトンネルで発見さ

れる例も報告されており（清水，2007；佐藤ほか，

2011），今回，洞窟やトンネルをねぐらとする種の

ような生存記録を得ることができたので報告を行

う．

調査地および方法

静岡県中部を流れる大井川支流の寸又川沿いにあ

る森林軌道として既設されたトンネル（OBｖ 013，

35°19’N，138°09’E）において調査を行った．軌道

は舗装され，許可車両のみが通行可能となっていた．

調査は 2013 年 9 月 7 日の日中に徒歩でトンネルに

入り，休眠しているコウモリ類を探索し，捕虫網

を用いて捕獲を行った．捕獲した個体は種の同定お

よび性別の判定を行い，前腕長と体重の計測を行っ

た．標識された個体を捕獲した際はその番号を記録
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した．

本調査におけるコウモリの和名および学名は，

Sano et al.（2009）に従い，種の同定は前田（2005）

の検索表に従った．捕獲は事前に環境省関東地方事

務所（第 1305105 号）および静岡県（第 25－8－1 号）

の許可を受けて行った．入林に際しては静岡森林管

理署の許可を得た．

結果および考察

OBｖ 013 においてヒメホオヒゲコウモリおよび

クロホオヒゲコウモリMyotis pruinosus 1 頭を確認

した（表 1）．ヒメホオヒゲコウモリはトンネル中

央付近の天井の窪みに 5 頭からなる群隗となって

おり，そのうち 1頭に標識が装着されていた．捕獲

によって既標識個体の番号は TY1818 と確認する

ことができた．この個体は 2008 年 6 月 2 日に OB

ｖ 013 で標識された雄個体であった（佐藤ほか，

2011）．従って，標識から 5年 3 カ月の生存が確認

され，さらに標識時と同じトンネルを 5年後も使用

していたことが判明した．

ヒメホオヒゲコウモリは日中のねぐらを主に樹皮

下を利用していることが知られているが（安井ほ

か，2002；福田ほか，2006；河合・赤坂，2008 な

ど），家屋（出羽ほか，2009 など）やトンネル類（清

水，2007 など）も利用することが報告されている．

寸又川沿いの複数のトンネルでもねぐらとしての利

用が多数みられていることから（佐藤ほか，2011），

今後も継続した調査を実施すれば，生存記録の情報

収集が困難なヒメホオヒゲコウモリのさらなる生存

記録が期待される．また，同時に捕獲されたクロホ

オヒゲコウモリのトンネル利用はこれまでに愛媛県

（吉行，1974），滋賀県（前田ほか，2013），熊本県（船

越ほか，2013）の 3例に過ぎず，極めて貴重な情報

が得られた．今後も同様な調査を行いクロホオヒゲ

コウモリについての生存記録の収集も行う予定であ

る．
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表 1　OBｖ 013 で捕獲されたコウモリ

種　名 体　量
（g） 性 前腕長

（mm） 備考

ヒメホオヒゲコウモリ 4.8 ♀ 33.5 

ヒメホオヒゲコウモリ 4.4 ♂ －

ヒメホオヒゲコウモリ 4.2 ♂ 34.5

ヒメホオヒゲコウモリ 4.8 ♂ 33.0

ヒメホオヒゲコウモリ － － － TY1818

クロホオヒゲコウモリ 3.1 ♂ 32.0 

注） －：未計測
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